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山田 勇＊・稲田 道彦＊＊   

教養教育改革の新カリキュラムの事例について調査するために、昨年12月に．高知大学の古郡隆  

弘先生を大学に訪問し、お話を伺った。実に意欲的で、画期的な改革計画であった。この報告は、  

その時のメモと、大学から提供された公式文書をもとにとり纏めたもので、併せて今後の調査研  

究に資したいと考えている。  

1．高知大学の改革の一般的な背景とその組織的な改革過程   

教育課樫（カリキ．ユ．ラム）の改革は高知大学の組織改革と基本的にはリンクしている。   

高知大学では平成3年の大学設置基準の改訂をうけ、教育課程の見直しをはかり、平成6年  

度より－・般教育等を「共通教育」、専門教育を「学部教育」に改め、これらの有機的連携を保ち  

つつ4年－・貫の教育課程を編成した。しかし、この改革は共通教育の領域にとどまり不完全な  

ものであった。   

そこで、－・昨年（平成7年）10月に、学長より，その諮問機関である総合企画委員会に更な  

る教育改革の諮問があった。同委員会は平成7年12月に中間報告を提出し、平成8年3月に．答  

申を出した。その間文部省と6回の交渉をもった。   

総合企画委員会の下にほ各種の委員会があり、そこが実質の実施準備をおこなっている。今  

回の教育改革のプランナ・－・は教育学部教官1名の計画を下敷きにしている。一人が構想するこ  

とは、全体を一つのまとまりとして改革するときには良いとのことであった。   

覿織の改革は平成9年に教員の再配置を求める形で進行する。現在，主に文理学部に配置さ  

れている－・般教育の定員を農学部に3名、教育学部に3名と体育の4名あわせて7名を再配置  

する。香川大学でこれを上回る移動が実施されたことほ、驚きの目で受けとめられた。   

教育改革のために，現在学長直属の実施検討本部が設置されている。ここで意志決定や実行  

のプランが作成される。実施検討本部ほ20名の本部員をほじめ合わせて教官58名、事務官24名  

が参加しており、日常的には副本部長が統括している。同本部体制は今次の教育改革を短期間  

に強力に推進するためにはきわめて有効に機能しているものと評価されている。また、各部会  

での検討状況ほ2～3日のうちに逐一・委員，及び各学部に伝達され，全員が進捗状況を知る体  

制に整えたことも教育改革の実施にきわめて有効であったとのことである。  

＊教授 経済学部（言語分析）  ＊＊教授 教育学部（地理学）   
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2．教育改革の実施推進体制について  

今次の教育改革は単なる授業料目・題目の改変整理にとどまらず教育方法、履修システムや   

管理運営方法の見直しを含むきわめて大がかりな改革となり、しかも限られた期間に成案を得   

る必要があった。そこで、平成8年4月、既存体制とほ別に一元的に検討・実施を行うために   

学長を本部長に、各学部長以下の教職員の全面的な参加のもとに「高知大学教育改革実施検討   

本部」を設置し、そのもとの7種の部会を実質的な検討の場とする体制を構築した。（本稿末機   

構図参照）  

3．教育課程の改革  

今次の教育改革でほ従来の共通教育（教養教育）と学部教育（専門教育）に二分する方式を   

改め，本学の教育課程を5教育科目に区分し、それぞれの教育目的と内容を明確にした。  

1“平成10年度からは5つの教育科目に編成される。  

基軸教育科目（大学学、日本語技法、英会話、大学英語入門、情報処理）  

4年間の学習のための基礎的、基本的な知識・技法を身につけ、自ら考え探究できる能  

力を養う。  

教養教育科目  

自らの興味や関心に基づき科牒を選択し、幅広い学術分野に触れるとともに、現代的な  

課題に目を向け、－・般的教養を身につける。  

基礎教育科目  

より高度な専門的学習に向かうために、学部を越えて共通に必要な幅広い学問領域に触  

れ、学問的技法や知的関心を広げ、総合的で自主的な学習能力を養う。  

専門コア教育科目  

各学部教育の入門ないしほ中核になる分野を共通に受講し、幅広い基礎と確かな知識を  

身につける。  

専門専攻教育科目  

各学科・課程の専門教育のための授業科目から成り、卒業研究へ発展させる。  

（大学院教育）  

高度な専門職業人の養成のために、理論と実践にわたる先端的な授業を行う。  

2．基軸教育科目   

① 大学学  

高校生から大学生への新入生の意識の変換がスム、－スに移項できるよう援助することを  

目的とし高知大学の歴史、大学の使命、大学の理念等について新入生に語り掛け、大学で  

学ぶことの意義について理解を深める事を目的としている。  

「大学学」は20人クラスを50クラス開設する。「大学学」で行う授業内容の原案は実施検  

討本部より全学に提示され、担当教官の決定にともない、現在実施される授業内容の細部  

が検討中である。  

本講義は1単位で4－6月に実施する。後半6－9月は「情報処理」1単位に接続する。  

「大学学」では多人数授業の学長による学問論に加えてさらに小人数のアドバイザ1一教   
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官（学生5人に教官1人配置）との演習も含む。学生5人に対し、アドバイザー をつとめ   

る方式は卒論指導教官にスイッチするまで連続する。この5人体制は経済学科では2年の   

ゼミにそのまま連続する。アドバイザー 教官は週1回のoffice hourせシラバスに明示す   

る。  

（診 日本語技法  

「日本語技法」の目的ほ、（1）情報伝達塾文章を書く技術を学ぶ、（2）事実や状況を   

正しく伝える話し方、（3）情報を伝達し、意見を述べるための道具としてのことばの使い   

方を学習することである。「日本語技法」は20人クラスを50クラス開設する。  

授業は本学専任教官が担当することとし、その授業内容の原案も実施検討本部より提示   

されている。 日本語技法の授業は新設であり、また、はとんどの教官はこの授業を担当し   

た経験がないため、担当教官のための研修会（「日本語技法（講師：塚本真也岡山大学助教   

授）」実施平成8年11月14日）を開催し、90名以上の多くの教官の参加があり、盛会で、こ   

の授業に対する関心の高さが示された。  

本講義ほ2単位の授業で、1クラス20人の学生を、50クラス設ける。学部ごとに編成す   

る。現在教員のための－・定レベルのま受業を維持するためのマニェアルとしてのガイドライ   

ンを作成中である。  

③ 英会話・大学英語入門  

英会話ほ英語のネイティブ・スピーカー・が担当し、異文化間コミ，ユ．ニケーション状況を   

体験させることを目的とするものである。将来の社会生活に英会話能力ほ不可欠であろう   

ということで、ネイティブスピ、－カ、一による英会話2単位、半期週2時間の授業である。   

学生40人で、25クラス準備する。高知在住の英会話の教師のできる外国人の関係でこのサ   

イズが精一・杯である。文部省でほ、もっと少人数教育をといわれたそうである。  

大学英語入門はニュ．－スや英語の英語の聞き取りといった、日常生活に必要な英語能力   

を考えている。入学後の英語の学習に必要な基礎的な読解と作文を学習させることを目標   

としており、学部教育に必要な－・定ラインの英語能力の育成のための補習教育の意味も   

持っている。この授業もー・定の英語能力レベルの達成を目標に、授業間の教員の指導のア   

ンバランスをなくすために、詳しいガイドラインを，目下，作成中である。英語の教員が   

協力的である。  

④ 全員がパソコンをもつ情報処理教育  

情報と社会、情報と人間、そのモラルなど情報リテラシ・－を学習する講義と、コン   

ビュ．・一夕を日常の学習、研究のためより高度な電子文房具として使いこなせるための演習   

を行うことを目的としている。  

ノート型パソコン（東芝製約15万円、生協価格、ワ・－ド・エクセルをインストウール済   

み）を新入生全員が準備する。これからの社．会生活で、パソコンが使えることが必須であ   

るとの考えからである。情報についての劇斉授業の他、演習でほインタ、－ネットも取り扱   

うネットワー・ク環境も学習できるようにするために50人で1クラスの実習のカリキュラム   

がある。50人用端末のある教室を6つ準備中で、文部省はこの計画に対して3千万円樫の   

予算を認めた。「情報処理I」（講義）は250人クラスを4クラス、「情報処理Ⅱ」（演習）は   
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4．．教育方法、教育システムの改革について   

今次の教育改革では、教育課程の改革とともに教育方法、教育システムについても大幅な見   

直しを図った。2学期制（セメスター制）を実施し、学生の興味や関心にそった多様な授業を   

学習できるようにした。2学期制ほ、これまでの通年制よりも柔軟なシステムで、4年間8学   

期の中で、自らの興味や関心に応じて大胆な学習計画がたてられる。平成9年度より外国語教   

育科目ほ集中授業方式とし、週2回づつ授業を行うこととした。今後、集中授業方式を大幅に   

導入して、学生の勉学意欲の向上に努める予定である。ちなみに、1学期の授業は4月から7   

月、2学期の授業は10月から2月である。それぞれの授業の内容ほ、授業全体が見渡せるよう   

に、授業のすすめ方や授業内容を詳しく書いた授業ガイドであるシラバスでわかるので、学期   

ごとに履修の計画をたてることができる。週2回や短期の授業・実習など、多様なプログラム   

を準備する。教務関係ではOCRソフトによる授業受講申請の処理がうまくいっている。前期が   

7月で終了する関係で、徐々に．エアコソが教室に・はいっている。学部ごとに教養の授業受講の   

標準モデルがあり、履修指導がなされ、－・部の授業に学生が殺到するような事態はおこらない。   

更に授業効果を高めるためにはすぐれたテキストが必要であるので、大学英語入門、英会話、   

日本語技法、情報処理でテキストの作製が進められている。今後その他の授業料目についても   

順次作製を行う予定である。  

5．FD講演会等の実施   

大学改革の－・環として行われる教育改革で－・番問題となるのは構成員の意識であり、意識改   

革無しには大学改革は絵に措いた餅になってしまう恐れがある。そのためこれまでに3回にわ   

たり教育改革に関する講演会等を開催し、今後も開催を予定している。   

O「大学の教育改革－いま、大学が問われているもの－」  

前東京大学大学院教育学研究科長天野郁夫氏 平成7年12月18日   

O「大学教授法の革新」   

京都大学高等教育教授システム開発センター教授梶田叡一・氏 平成8年3月12日   

O「日本語技法」  

岡山大学工学部助教授 塚本真也氏 平成8年11月14日   

O「大学教授法の現代的動向」   

神戸大学教育研究センター助教授川嶋太津夫氏（予定）平成9年1月29日（予定）  

6．アドバイザー教官制度の平成9年度実施  
アドバイザー 

教官は、入学から卒業まで、学習計画、履修指導、生活相談、就職問題まで多   

方面の相談役を務める。教官1人に対して約5名の受けもった学生の個性に即して、大学生括   
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上生じるさまざまな問題にアドバイスを与える。そのため従来の補導教官制度を平成9年4月  

より全面的にアドバイザー 教官制度に切り替え、適切な学生指導に当たることとなっている。  

そのため適切な運営を図る目的で「アドバイザー・教官規則」が成文化され、現在審議中である。  

1年次から卒業まで、全員の学生にアドバイザ・－教官がつき、アドバイザー・教官は学生の相  

談に応じるため、オフィス・アワーを設ける。個別アドバイスと授業を通じてのアドバイスで、  

学生生活の充実をはかる。   

現行の補導教官制度に比べると、より学生との距離が近づき、親切で当を待たアドバイスが  

可儲となる。アドバイザー教官はたくさんある授業科目からどんな授業をどの段階で受講した  

らよいのかの履修指導、どんな勉強方法がよいかについての学習指導や、学生生活上おこるさ  

まざまな問題や大学卒業後の就職・進学についての相談などを担当サーる。   

そのため各教官はオフィス・アワ・－・を設け、必ずその時間は研究室に．いて学生と話し合える  

ようにする。また、入学直後に．行われる「大学学」を通じて、大学とはどういうものかを教え  

ることも行われる。  

7．教育改革を支える管理運営体制  

平成9年3月で一一・般教育等を廃止し、同時に．一般教育主事の廃止も予定されている。そのた   

め大学の教育を統合的に運営していぐための新たな体制の構築と、そのなかでも大きな比重を   

占める共通教育を維持発展させるための体制の確立が必要である。そこ．で新しい教育責任体制   

として「全学教育委員会」と「大学教育開発委員会」を設置し、全学教育委員会のもとに．共通   

教育委員会、教務・企画委員会、教職教育委員会、情報教育委員会を置くことが決定している。   

全学教育委員会委員長は、将来的には副学長が就任することが展望されているが、当面学生部   

長が当る。これらのことが円滑に運営されるために．規則の制定、改訂を行う。規定実は現在評   

議会で審議中であり、平成9年4月施行が見込まれている。  

8．まとめにかえて  

高知大学の改革は、大学教育の内容に応じて、進められているのでほなく、専門、教養教育   

を区別せずに、大学院教育をも視野に入れたカリキェ．ラムの一体的総体の改革として位置づけ   

ているのが、特徴的であると言えよう。改革の実を上げるためには、カリキェ．ラムの内容を専   

門・教養とも精選し、総量規制するという思い切った計画であり、従来大学教育でなされてき   

た内容の一儲ほ大学院教育に委ねる方針をとっている。   

次に、招聴された学長が改革の先頭に立ち、「高知大学教育改革実施検討本部」が、来年度以   

降の教養教育を含めた大学教育の素案造りの舵取りをしているのも、ユニ小一－－・クなことである。   

蓋し、本来この種の改革ほ風織作りが先行するのが、常であるからである。高知大学では、こ   

れから新しい教育責任体制として「全学教育委員会」と「大学教育開発委員会」を設置し、全   

学教育委員会のもとに共通教育委員会、教務・企画委員会、教職教育委員会、情報教育委員会   

を置くことになるという。  

カリキュラムの上で特徴的なのは、フレッシュメソ教育にあたる大学教育の準備教育課程で   

ある「基軸教育科目」では、全ての教官がこの科目に参加できるように、それぞれの方面の識   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



山田 勇・稲田 道彦  120  

者に依頼して準備のための講演会を開催し，いつ誰が何処でこの科欄を担当してもそれなりの  

対応が出来るようマニュアル造りに，これから力を注いでいくことである。   

各大学にはそれなりの事情があり，ある試みが，全てに当てはまるとは，言い難いが，高知  

大学の試行的試みは－・定の評価を受けつつあることだ桝ま，多言をまたないであろう。   
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事務局企画室  

学生部学生課  

会の決定に基づき平成  

9年度から実施するこ  

ととなる教育改革案の  

具体的実施方法に閲し  

審議，企画及び立案す  

る。  

各学部長  

事務局長  

学生部局  

－・般教育主事  

各学部から選出された者2名  

共通教育運営委員会から選出された老2名  

総合企画委員会から選出された者2名  

主 査（実施検討本部の承認を得・1  

て本部長が指名した老）  

構成員（実施検討本部の議を経て一三  

本部長が委嘱する者）  

プロジェクト・チーーム  

（第11粂）  

プロジェクト・チームは，本学学則等の規程に  

より厭かれている委員会等の協力を得て，第2  

粂の目的を達成するための立案を行い，実施検  

討本部に提起する。  

協 力  

（第11粂）  

各 種 委 員 会 等   
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（付表1）  

○ 大学学の授業内容と計画   

第1回 大学論（大学の歴史と使命）……大学生としての意識の確立をめざす   

社会発展への寄与，真理の探究，教育・研究の実行と発展等について   

授業形態：講義，学部単位，定員：約1，000名，担当：学長  

第2回 高知大学の歴史と現状……・高知大学生としての自覚と誇りの確立   

沿革，理念，高知大学の教育研究の発展と実績，教育体系の説明   

授業形態：講義，学部単位，定員：約200名，担当：学部長又は学科長  

第3回 大学事始め……・教育体系を具体的に説明（学生達のうら情報に対応）   

カリキェ．ラム体系の説明，履修指導など，コンサルテ・－・ショソ   

授業形態：アドバイザーー・教官による演乳定員：5名，担当：アドバイザー 教官   
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第4回 大学生括のすすめ……・大学生括に関するコンサルテ、－ション   

図書館の案内と利用のすすめ，学内の施設の案内などを含めてもよい   

授業形態：アドバイザー教官による演習，定員：5名，担当：アドバイザー 教官   

（図書館職員の協力を得る）  

第5回 学問のすすめ……‥学問の意義と学び方のアドバイス   

授業形態：講義  定員：  担当：  

第6回 大学と人生……専門教育と進路に関する助言を与える   

人生論または社会人からのエールなど   

授業形態：講義  定員：  担当：  

第7回 科学と研究の進歩……専門教育のオリエソテ・－ション   

専門教育の背景を映像や実験・実習的手法を用いて紹介するのもー・案   

授業形態：講義又は実習，学科単位 定員：  担当：学科教官  

第8回 科学と研究の進歩……・専門教育のオリエ・ソテ、－ション   

専門教育の背景を映像や実験・実習的手法を用いて紹介する   

授業形態：講義又は実習，学科単位 定員：  担当：学科教官  

（付表2）  

○ 日本語技法の授業内容と計画  

【第1週】  

導入－なぜ日本語の学習か－   

・日本語の特質   

・日本人の言語習慣   

・言語技術の習得   

・講義計画  

【第2週】  

文章の診断（その1）－3Cの文章を－（正確Correct，明確Clear，簡潔Concice）   

・長文を避けよ   

・一文一項目の原則   

・単文を基調に   

・長い修飾語   
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・能動態の文を  

・肯定形で書く→二重否定文，部分否定文，準否定文ほ不可→「技術系の文章作法」  

高橋昭男（共立出版）p．69に詳しい  

・接続詞をうまく使う→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．98に詳しい  

123   

【第3週】  

文章の診断（その2）一主語と述語を明確に－   

・主語（主部）と述語（述部）の呼応   

・主語ほ先頭に   

・主語の省略を避ける   

・主語と述語の間はすっきりと  

【第4週】  

文章の診断（その3）－修飾・被修飾の関係に注意－   

・修飾語句と被修飾語旬の距離   

・修飾語句の位置と順序に関する4原則  

【第5週】  

文章の診断（その4）一助詞に注意－   

・助詞の重要性→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．．4129に詳しい   

・接続助詞「が」はくせもの→「私家版 日本語文法」（新潮文庫）p．23参照   

・「の」の多用は避ける  

【第6週】  

文章の診断（その5）一句読点の打ち方－   

・句読点の機能   

・読点を打つ原則・→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．126参照  

→「私家版 日本語文法」（新潮文庫）p“125参照  

① ここからはきものをぬいではいりなさい  

② きみほ．しらないのですか  

③ かれほ会社にはいらない  

④ ツマデキクカネオ・クレ  

⑤ 明日雨降り侯天気には御座なく候  

⑥ 七と三の二倍ほいくらですか  

（「私家版 日本語文法」（新潮文庫）p．129より）   

・その他の記号の使い方→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．．41に詳しい  
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【第7週】  

文章の診断（その6）一言菓を正しく使う－   

・同音異義語，同訓異字語  

（同音異綴異義語，同音同綴異義語，異音異綴同義語，異音同綴同義語，異音同綴異義  

語）→特にワ・－プロの変換ミス  

→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．32に詳しい  

→「活用自在 同音同訓異字辞典」阿久根末忠（柏書房）←ワープロ変換された語の検  

討   

・叛意語→辞典を入念に引く習慣の大切さ   

・現代表記法で→「なるほど現代表記法」武部良明（日本評論社）参照  

12  

【第8週】  

文章を書く（その1）一資料・情報の収集－   

・文章を書くに必要な資料と情報  

→学生が個別に随時，図書館やインタ、－・ネットを利用し資料・情報の収集   

・文章を書ぐための小道具  

【第9週】  

文章を書く（その2）－一文章の作法－   

・レポ1－ト・論文の形式と構成   

・ルー・ルを守る（著作権の知識，引用・転載のルール）   

・テーマを明確に→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p．150参照   

・章立てとアウトライン   

・文章作成手順→「技術系の文章作法」高橋昭男（共立出版）p…148参照   

・他人のチェックを受ける   

・－・晩寝かして読み返す   

・推蔽とリライトの重要性  

【第10週】  

文章を書く（その3）   

・添削  

【第11週】  

文章を書く（その4）   

・添削   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



教養教育科目の教育内容編成方針及び  

実施方法に関する事例研究について  

125   

【第12週】  

文章を書く（その5）   

・添削  

【第13週】  

文章を書く（その6）   

・ディベー トの原稿   

・添削  

【第14週】  

ディベ・－・ト（その1）  

【第15週】  

ディベー ト（その2）  

その他の留意事項   

・パラグラフ（段落）←「読み書きの技法」小河原誠（ちくま新書）に詳しい  

（付表3）  

○ 情報処理教育の授業内容と計画  

（1）「情報処理I」（1単位 必修）の授業内容  

① ‘情報’とは  

情報と人間  

情報の概念（情報の表現，情報伝達と媒体）  

情報システム  

生活の中の情報  

情報インフラストラクチャ  

② ‘情報’機械とは  

情報処理の変遷 コンビュー・タとほ  

コンピュータでの情報表現  

ハ・－ドゥェアの原則とソフトウニ・ア  

コンピュータ構成要素と周辺装置  

コンビュ．一夕ネットワ・－ク  

インターネット   

（診 情報の活用と情報システム  

マルチメディア  
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学術情報と大学図書館  

コンビュ．－・タの可儲性と限界  

マスメディアの功罪  

情報社会の倫理と知的所有権  

（2）「情報処理I」の実施方法   

① 講義「情報処理I」の必要性  

このような情報ネットワーク環境下でのコンビ．ユ・－・クリテラシー教育は，単にコン  

ビ．ユ∵－タが使える能力だけでなく，ネットワークの知識と利用技術，また，情報社会の倫  

理としての利用者のモラルも含めた教育，すなわち，より広義な意味で情報リテラシー・教  

育としてとらえる必要がある。  

ただし，全学画一・な講義内容でなく，学部ごとに授業内容の項目（上記①情報とは，②  

情報機械とは，③情報の活用と情報システム）に選択・強弱があってよい。   

② 参考図書  

「情報リテラシ」大野 豊監修，共立出版，1994  

（付表4）  

○ 情報処理教育の授業内容と計画  

（1）「情報処理I」（2単位 必修）の授業内容  

（演習） 電子文房具（パソコン必携）  

① コンビ，ユータの扱い方（パソコンの構造，電源ON／OFF，管理方法，マニ．ユ．アルの使い  

方）  

② 入力法（キーボード操作，タッチタイビング）  

③ テキスト・エディタ操作（日本語入力）  

④ 文書処理Ⅰ（ワープロ）   

⑤ 簡単な表計算・作図（ワ1－・プロでの図入り文章程度）   

⑥ ファイルの概念と操作（作成した文書やファイルの保存と再利用）  

⑦ 文書処理Ⅱ（例：自己紹介文の作成）  

以下は，コミュニケーション法：（情報処理センタ、－のメール・サ、－バを使用，情報ソ  

ケットに接続したパソコンからアクセスする）  

⑧ サーバへのアクセスとネットワ・－ク利用上のマナ・－（パソコンからの接続法，IDとパ  

スワード）  

⑨ 電子メ、・・・・・ルの扱い方（電子メールの仕組みとメール・ツールソフり  

⑲ 電子メールの受信・発信（メール文の作成，送倍，受信，交信）  

⑪ インターネットによる情報探索と情報収集（ブラウジング，図書検索など）  

⑫ インターネット上の情報作成（Webホームペー・ジの作り方，html記述）  

⑬ インタ・－ネット上の情報発信（プレゼンテ・－ション，例えば，自己紹介文を）   
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⑩ 試験（例えば，タッチタイピング能力，「情報社会について」のレポー・トを電子メールで  

提出，など）   

⑮ 補習  

（2）「情報処理I」の実施方法   

a 「情報処理Ⅱ」（演習2単位）は，1年次の必修とする。   

b… 全員にパソコンを所持させて実習・演習形式の授業を行う。かつ，自宅研修により効  

果を上げるよう指導することとする。   

C コンビェ．・－タに不慣れな学生をサボ・－・トするために，授業において，学生のティーチ  

ング・ アシスタントを配置する。この体制が，十分にとれない場合は，能力別クラスの編  

成を考える。   

d．1クラス50名の授業として，24クラスの授業（コマ数）を開講する。これは，現行の  

開講（「情報処理演習」など）数より6増やす必要がある。   

e．． 上記の授業項目①～⑦までは，そのクラスが開講される学部・学科の教室（講義室）  

において行うことを基本とする。  

⑧～⑬までは，学内LANに各パソコンが接続できる情報ソケットを備えた環境のも  

とで行われる。（そのため，パソコン購入の際に，LAN接続カー・ドも含めておくことを薦  

める。）まだ，この環境が作れないクラスにおいては，情報処理センターの末端室を使用す  

るものとする。   
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